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厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部 

 

 

インフルエンザ脳症に係る注意喚起について（依頼） 

 

新型インフルエンザによるインフルエンザ脳症につきましては、８月２５日

までに、１０例が報告されております。 

 

また、平成２１年第３３週の感染症発生動向調査（８月２１日公表）によれ

ば、インフルエンザ定点当たりの報告数が１．６９となっており、流行開始の

目安としている１．００を上回りましたので、インフルエンザ流行シーズンに

入ったと考えられ、今後のインフルエンザ脳症の報告数の増加が懸念されます。 

今般、社団法人日本小児科学会から、別添の要望書が提出されましたので、

インフルエンザの流行状況に関する情報提供に加え、下記につきまして、管内

市区町村と連携しつつ、地域住民等へ周知いただきますようお願いします。 

 また、貴管内の医療機関に対し、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律」に基づく医師の届出基準に定める急性脳炎を診断した場合に

は、法に基づく届出が必要であることについて、再度周知いただきますようお

願いします。 

 なお、別途、社団法人日本医師会に対して、同旨の事務連絡を発出している

ことを申し添えます。 

 

記 

 

１． 新型インフルエンザにより、インフルエンザ脳症を発症することがある。

以下の症状は、インフルエンザ脳症の早期の症状として、保護者など一般の

方が注意すべき点であり、これらの症状がみられた場合、医療機関を受診す

ること。 



インフルエンザ様症状（発熱等）に加え、 

   Ａ 呼びかけに答えないなど意識レベルの低下が見られる 

   Ｂ 痙攣重積＊及び痙攣後の意識障害が持続する 

   Ｃ 意味不明の言動が見られる。 
 ＊痙攣重積 

痙攣発作が 30分以上持続した状態や痙攣発作を繰り返し 30分以上意識が完全回復しない状態 

 

 

２．強い解熱剤（例：ボルタレン、ポンタールおよびこれらと同様の成分の入

っているもの）は、インフルエンザ脳症の予後を悪化させるので、必ず解熱

剤は、かかりつけの医師に相談して用いること。 
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